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論集第13号（1995）年

東郷語の音韻体系

角　道　正　佳

Phonemic　System　of　the　Dongxia鷺g　Language

KAKUDO　Masayoshi

0、　はじめに

　中華人民共和国君粛省臨夏回族自治州東郷族自治県を中心に居住している東郷族の言諮には三つ

の下位方言Dはあるが，方雷はない（劉照雄（1981：4），布和（1985：16））といわれているにも

かかわらず，記述のぼらつきが研究者間に存在する。同じ研究老でも違う箇所で違っfe：e述をして

いることがあり，さらに，同一書物の内部で矛盾する記述をしているものもある。今仮にTo鵬eBa

（1961），孫竹主編（1990）『蒙古語族語言詞典』，布和（1988）『東郷語詞彙』，阿・伊布拉黒菱（i988）

から例を拾うと以下のような記述のぼらつきがある。ABCDはタイプの違いを表す。　ABCDは4

つとも違うという意味である。本稿の目的はこういった混乱を整理し各資料がどのような性格を持

っているかを明らかにすることにある。
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東郷語の音韻体系

ABCD go「9塗 Goru（m 皇o「9塁 go「鯉 庭

　印欄の関係で本来IPAにはない記号が使われていることがある。馬国良（1988），阿・伊布拉黒

麦（1988），那森柏（1987，1988），呼稲巴拉（1981）ではGがGの代用形として用いられている。

那徳木徳（1988）のηも弓の代用形である。またIPAにはあるが違った記号を用いているものが

ある。『東郷語簡誌』，『蒙古語族語言調典』ではYが用いられている。yの代用形のつもりであろ

うが，前者は軟口蓋音，後老は口蓋垂音であるから調音点がはっきり違う。GとKはほぼ梢補分布

するが，gとyは相補分布しないから単に記号の選択の問題ではすまされない。陳郷語簡誌』で

はaが用いられている。他の資料ではαが用いられているが，この場合は調音点の問題というより

も，単に記号の選択の問題にすぎない。『東郷語簡誌』のaoは『東郷語詞彙』，那徳木徳（1988）

のαu，『蒙古語族語言詞典』，馬国良（1988）ao，阿・伊布拉黒麦（1988）のoに対応するが，こ

れは記号の選択の問題であると共に解釈の違いでもある。陣・伊布拉黒麦（1988）は他の表記がx

としているところをxで表記している。調音点の違いを正しく認識している表記である。という

のは，『東郷語簡誌』のtuxua「柱」はTonaeBaのtu帥，『東郷語詞彙』のtu9（u）αに対応するので

xは明らかに口蓋垂音であるからである。『東郷語詞彙』，那徳木徳（1988），包力高（1988），那森

柏（1988）呼和巴拉（1981）はn／g（あるいはη）を区溺しているが，『東郷語簡誌』，檬古語族語

言詞典』，阿・伊布拉黒麦（1988），那森柏（1988）は区捌していない。ほとんどの研究者はwを

音素として認めているが，阿・伊布拉黒麦（1988）は認めていない。彼はまたtg，鉱を音素として

認めない。To照eBaは他のほとんどの研究者が認めているGとK（あるいはV）を区別していない。

1．音節構造

　東郷藷はモソゴル系の諸言語のうちで開音節志向の言語として知られてきた。閉音節を構成する

のは通常は鼻音だけである。しかしごく稀にではあるが，鼻音以外の子音が閉音節を溝成している

場合がある。『東郷語詞彙』にはsdG－「引っ張る」，　sdαsug擶」，　sdαra－「火がつく3，　sdkagG9　r鼠　」

のような語頭のsC3）及びαsmαB「天」，　tαsb謄「数珠」，　k。wαs「子ども」のような音節宋のsが記

されている。阿・伊布拉黒麦（1988：153）にもkowos「子ども」という謡が挙がっているが，他

の資料ではSの後に母音が記されている。『東郷語詞蜘にはさらに龍泉方言のGurwao「三」，

d鋤rwα麹「四」のような音節末のrが記されている。『蒙古藷族語書詞典』には語末の子音として

bαs「虎」，lbαrド跡形」，　esor「預雷」が記されている。「虎」は他の資料では語末に母音が添加され

ている。あとの二つは他の資料には見られない。阿・伊擶拉黒麦（1988：72）のruhor「霊魂」，

gor（sic）（p．73ではgio）「家」やTopaeBaのfugie（r）「牛」，　mau－er「猫」，　tau－er「桃」，　ba－er「銭，

貨幣」のような謡末のerは他の資料では糾こ対応するものであるから母音の認定の問題とも関わ

る。ToilaeBaにはさらに，　kielsendudene「言い合って」（p．　74，1．22）という語が記録されている
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が，これは誤植であろう。音節末子音が轟音の場合は，詳しくは後述するがnかoである。しか

しTonaeBaにはmで終わる次のような語が記録されている。　tomtura－「ぽろぽろになる1（p．73，

L16），　niembe－，　niembekuni「覆う」，　numbusun「涙」，　umba－「水浴びする」，癒e灘b圭「鉛筆」。　mの

現れるのはbの前が多いが，bの前で必ずmになるわけではない。

2．　アクセント

　東郷誰のアクセンFの記述は研究者によってぱらつきが非常に大きい。ToxxaeBa（1961：18）は

アクセントは第一音節にあり，第ニアクセントが語末音節にあると記し，次の例を挙げている。

manta－「掘る」，9ad乏a　f池」，　frknige　r狐」，　aras（m　FBZ」，　samlaku「考える」。

　他の資料ではアクセントは普通語末にあると記述している。

2、1．アクセントの最小対立

　各研究者がアクセントの最小対立を記しているが資料によって微妙に違っている。挙がっている

語の例が違うのはともかく，ある資料で最小対立となっている語の対が別の資料では同音異義語の

ことがある。r水泡」と「膀胱」4）は，劉照雄（1965：165）では最小対立であるが，布和（1988）

では同音異義語である。劉照雄（1981：17）ではこの例を挙げていないので撤回したのかもしれな

い。しかしEの対も布稲（1988）では区別されていない。布神の表記で008は『東郷語詞彙』のも

のであり，アクセントの表記のないものは最終音節にアクセソトがある。

（1）　　　　　（2）

劉照雄　　　　　劉照雄

（1965二165）　　　（1981　：17）

A　ba’wa
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C
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§gn，dz田

，δondzur

bao’dz田

’baodZ田

b圭onゴdpt－

，bねnd衷一

（3）　　　　　（4）
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’dαwαla　OO8
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biαnd多i－008

biαnd纂i－008
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　C，D，　E，　Fの対を漢語の声調と比較してみると，第一音節に第一声がある場合が東郷語で無標ア

クセント，第閥声がある場合が東郷語で有標アクセソトになっている。これらの四つの対にHを

加えても，第一音節が第一音の場合が無標アクセント，それ以外が有標アクセントといえる。しか

しGの場合がよくわからない。第三声÷軽声がGでは無標アクセント，Hでは有標アクセントに

なっている。

2．2．有標アクセントの来源

　『東郷語彙詞彙』には最小対立とは無関係に，アクセソトが語末に来ない36語についてアクセン

トの位置が記してある。これら有標のアクセントの大多数は譜頭音節にあるが一部（3語）は諮中

にある。語源的にはモソゴル系の語彙（4語），漢語からの借用語（15語），アラブ語からの借用語

（3語），不明のもの（14語）が記されている。モンゴル系の語彙のうち’basiくbars「虎，寅」，

’bosi＜b6s「布」は，語末に母音が添加している語である。一般に名詞は語末の子音を脱落させる

のが東郷語の通時的変化に見られる傾向であるが，一部にこういった母音が添加する例がある。し

かしpssodu〈（busud）「その他」も語末に母音が添加しているのにアクセソトは無標である。残り

のうち1例は龍泉方言の’nudu＜onudu「今日」であるが，これは那森柏（1988：99－100）の記述

’intuくimutu「このような」，’tgintuくtgimutu「そのような」のような母音脱落によるアクセント移

動と関係があるのかもしれない。もう一例は’wain（o）u「ありますか」である。これは一neの薩前

にアクセソトが来るという那森柏（1988）の記述とは一致するが，wαino「ある」のアクセソトは

無標のままである。ただし布神（1985：81）では’wαi－noと記されている。

　漢語借用諾には声調が反映されている可能性があるのではないかという疑問が起こるので検討し

てみる余地がある。漢藷借用語のうち東郷語で有標アクセントを持っている語のアクセン｝・を有す

る音節が普通話でどの声調を有するかに基づいて分類すると次のようになる。第一声は’aji＜阿嬢

（alyi2）「父の弟の妻」，’xαgiOR　daji－＜呵欠（heiqian4÷打）「あくびをする」の2語，第二声は’id一
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zi＜膜子（yi2zi）「石鹸」，’tαnbα§i＜弾把勢（ta2ba3shi）ヂ演奏家」，　giαn’jidzi＜秀膿子（xiangiyi2zi）「化粧

石鹸1の3語，第三声は’tusu＜土俗伽3s秘2）「風俗」の1語，第四声は’baiu－〈罷（ba4　oiu）「結束

する」，’xαudzi〈号子（hao4zi）「ラッパ」，’xuαmoi＜画眉（hua4mei2）「Fラツグミ（鳥）」，’xu§i＜護

士（hu4sh圭）「看護婦」，，ludzi＜鷺鶯（lu4s圭）「カササギ（鳥）」，，δidzi＜柿子（shi4zi）「柿」，，dαudziく

稲子（dao4zi）「稲」，’dαdou＜大豆（da4dou4）「ソラマメ，オタフクマメ」，’dαt§ong〈大臣（da4chen2）「大

臣」の9語ある。第四声が比較的多いように見えるが，普通話で第四声を有する借用語が常に有標

アクセントを持つわけではないので，有標アクセントの来源ははっきりしない。

　漢語の声調の組み合せについても検討してみると，アクセソトのある音節と次の音節の関係が，

第一声÷第二声（2例），第一声＋第四声（1例），第二声＋第三声（1例），第二声＋軽声（1例），

第三声÷第工声（1例），第四声＋第二声（2例），第四声＋第四声（1例），第四声＋軽声（5例）

となり，第四声＋軽声の組み合せが圧倒的に多いことがわかる。しかしこの声調の組み合せで有標

のアクセントを持っていない譜を『菓郷語詞彙』から探すのは簡単である。第四声＋軽声の例を挙

げると，gαidzi＜蓋子（gai4zi）「蓋」，　galjdzi〈柾子（gan4zi）「傍線」，　lidzi〈例子（li4zi）廟Hj，　meifu＜

妹夫（mei4fu）。

2．3。　那森櫓（1988）のアクセントに関する記述

　那森柏（1988）はアクセントに関して重要な指摘をしている。名詞から形容詞を派生する接辞（－

dαign），格附加成分（－ni，　－so，－Gala，　－lo，－ro，一，so，一，do（，は第ニアクセント）），第一，第二人称単数

複数的物主（－m樋，d幽nji，－mαji，－t§u慮，　－tαni），集合数詞（－d霧α）倍数詞（－fα），動詞的終止形（－ng，－

d卿WO，－d聯0，－WO），意志，命令形（－jg，－gio），副動詞（－d願，－do，－SO，－tα1α，－le）にはアクセソトが

来ないで，すぐ前の音節にアクセソトが来るというものである。しかし複数接辞，その他の接辞が

付いた場合は語末音節にアクセントが来る6㌔

　このことについて述べたものはわずかに布和（1985：8Dのみである。鶏g’d廊鵬「知る」，　o’玉u－

no「得る」，’wαi－no「ある」のように一noの例が挙がっている。しかし布和（1985：168）bo’ro

mo’ri　mg’lio　oro’wo「灰色の馬が前を走った」の最後の語のアクセソトは那森柏（1988）の認述と

一致しない。馬国良（1988：7）のd多iao－do－mi’ni　r私の弟に」や劉照雄（1981：17）のana’ni　r母

の／を」（属格／対格），barindu’d4au「持って」幅働詞）も那森粕（1988）の記述と一致しない。

那森粕（1988）にはさらに，’dosur「友」，’画αru－f使う」，’giodu「いくつ」，’j　cuna「何も」，

’kioma「誰も」などの有標アクセントが記されているが，　r東郷語詞彙』では無標である。

3．単純母音

単純母音の音素臼録は次のようになっている。
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To双aeHa（1961）

劉照雄（198圭）『東郷語簡誌』

阿・伊布拉黒麦（1988）

伊布拉黒麦記録，整理（1987）

那徳木徳（1988）

布和（1988）『東郷語詞彙』

陳乃雄（1990：80－84）
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撫　　　び
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y

　
　
v
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田

田
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　最も大きな違いe＃1　crを母音として認めるかどうかである。阿・伊布拉黒麦はこれをer，　TOkaeBa

はerと解釈しているので反舌母音は現れない。田は阿・伊布拉黒麦には現れないでiまたはgに対

応する。また阿・伊布拉黒麦（1988）のε，っは他の資料では二重母音αi，αuに鰐応するものである

が，伊布拉黒麦記録整理（1987）では認められていない。孫竹（1990）の謡彙リストではeは

1ind3ewo「逝世」にのみ現れ，yはday「局」，d蜘砺y「終結」，xαngy「含蓄的」の3語にのみ現れる。

これらの母音に限らず，このリストには出現頻度の少ない音が他にも認められている。那徳木徳は

五つの母音しか認めていない。

3．1．　【i，？，ur】の解釈

　反舌音§，t§，　dqには［？1，歯音s，　ts，　dzには国が続き【ilは続かないという一般的な特徴がある。

またq，G，　sの後にも［i］ではなく【cu］が続くことがある。こういったiilと対立しない母音を各資料

がどのように音素分析しているかというと，次のようになっている。

To及aeBa

A　§，t§，d耽｛？】n（～弓）／田／

B　§，t§，　dろ　［？】　　　　　　／UI／

C　　s，ts，　dz　［ユ1　　　　　　　　／u芝／

D　q，G　　【叫　　　　／環，　e／

E　　　t　　　　　　　　　　　　　［疋夏1匪　　　　　　　　　　　　　　／田／

陳纈離』『蕪喜難』『鶉野

／uエ／

／田／

／UI／

／田／

／斑，o／

／9／

／田／

／田／

／田／

／｛罧／

／o／

／i／

／i／

／田，o／

／w，o／

伊布拉黒麦

／i／

／i／

／i／

／圭／

／o／

　阿・伊布拉黒麦を除いて／i／とは違った母音／ur／を音素昌録として認定している。しかし／UI／

の異音は資料に，よって異なっている。

　『蒙古語族藷言詞典』と『東郷語詞彙』では反舌音＋12］＋n（～lj）の母音は［i］のみならずIO】と
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も中和している。漢語にも興味深い現象があって，排音で表記するとchi，　zhiはあるがchin，　zhin

はなく，chen，　zhenがある。　r蒙古語族語言詞典』，　r東郷語詞彙』では漢語借用語にも以上の原則

が適用されている。以下に圃有語の実例を示す。数字は記載されている頁を表す7）。

A

B

C

D

E

TORaeBa

田

d乏otgtun

豆at蓉Um

kuait甑m

膿

tSUIgan

ソ　　　　　　な

tSUIg的

t蓉zud乏e

田

ワ

SU三re

tU

bOS｛慧一

環

9UlmUSU蕪

　　ソ
q田S｛凝9U

q｛駁臓陰

qva奮量

quasun

eg臓一

e

qer1－

e

マ

£Suqelj

環

t｛uqa

田

繊d乏田

r東郷語簡誌』

田

dkot§urn

lat§van

qualt§u！簸

臓

t§田Gan

t§田GUm

t§ondKO

臓

SU王ro

田

bOS田一

田

G田mUSU薮

qurdun

qZUGO圭

繊

q撮r三一

撚

t§撮G凱n

撫

搬IGa

u1，9

t磁／od脚

r蒙古語族
言吾誉誘旬典』

o

dq（）t§gn．

1硫§on

quω£§gn

田

t§田Gαn

tsuaGUII］

t§urdao

田，i

§u夏r∈》，　9正r∈｝

田

bOS顎一

田

GUI撫usun

qur霞uaY∂1

qurd／tun

qurGoi

qur霞un

gYW璽

田

qwrl一

綴

£§田GUm

繊

tUIGα

臓

trudqzu

『東郷誰詞彙』　伊布拉黒麦

o

dKot§Olj

至α勢on

q慧cu勢9n

圭

tsiGαR

t§圭G9無

t§id孕

童

§1ro

i

bosi一

田

GUIIIIUSUO

q｛u§王KSI

qwdUlj

q服（X）Goi

quaδu心

OB｛嚢一

膿

q田n－

9

t§iGeg

田

t臓（x）Gα

o

tgd4ur

i

t§iGαn　l46

t§iGin　　l　45

t§idz唇∋　　　　　146

i

§iro　　　72

i

bosi－　　　　147

i

（｝imusun　66

圭

tsiGin

o

ねGα

9

t‘odqi

145

客

葉

古い

白い

耳

花

机

起きる

爪

梯子

硬い

豚

苦い

おつ

出る

耳

143　鶏

73 ボタン
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　以上の条件以外でurが現れるものとして『東郷諾詞彙』にはpurdzou「毛皮をかじる虫の名」，

pursodzi～pesodzi　rその他」，　purdqa～pudqa「豆」のようにpに後続する例が挙がっているが，

このうち2例はoやuとの交替形を有する。馬国良（1988：3）にはdaltU「肩」があるが，　r東郷

語詞彙』ではdαlauである。　TollaeBaにはbaRdum＜坂発（ban3deng3）「ベンチ」，　bumz繊く本子

（ben3zi）「ノート」，　pwnd乏i－〈磁見（peng4jian）「ぱったり出会う」，　xuanfwn＜狂風（kuang2fengi）「暴

風」，9ianfvan＜旋風（xuang4fengi）「竜巻」にも田が現れる。これらは耕音のengに対応する位置

に現れるものぼかりであり，『東郷語調彙』ではonまたはOljに対応する。　TonaeBaではさらに

p｛罧se「また」，　kurwan　r息子」にも田が現れるが，他の資料では前者はo，後者はuとなっている。

　／ur／を音素として認めなけれぽならない理由はないように思われる。『東郷語詞彙』ではDとE

の場合のみ／Ui／を認めているが，　q，　G，　tの後にiは起こらない（ただし幻は存在する）のでこれ

らを／i／と解釈していっこうさしつかえない。布和（1985：13）は圭とurでは音価が違いすぎると

いう理由だけで／ur／を認めている。阿・伊布拉黒麦がEの場合に／O／と解釈しているのは彼が

［t¢i】を／ti／と解釈する以上しかたのないことである。布和（1985：54）は§とgが剃の音素である

理由として§irα「黄色」／¢irα「下へ」及び§id鋤「時間」／¢id鋤一「縫う」という最小対立を挙げて

いるが，もし／ur／を独立した音素として認め，§urrα「黄色」／§irα　f下へ」，蝕乏ね「時閾」／9i乏i3－

「縫う」と音素解釈すると§と¢が鋼の音素であるとはいえなくなる。逆に§と¢が鋼の音素である

と解釈すると／w／を音素として認める必要はなくなるわけである。『東郷藷詞彙』には§onggion　r希

薄な」～ginkion「浅い」というダブレットが記されている。　gとkの違い以外に§oと¢iの違いが

あるが，反養音＋ur＋n（～g）における母音はAで示したように／o／と解釈するため，このような

二重の違い（子音も母音も違う）があるように冤えるにすぎない。しかし反舌子音の後で量とeが

対立するかどうかはよくわからない。『東郷語詞彙』のaS§i－「積む」，　ot§i－「行く」，　udKO－　r見る」，

bα」αd㍗一「豊かになる」などの語末の母音が本当に対立しているのかどうかはっきりしない。陳

郷語詞彙』では反舌音H－w＋n（～弓）における母音はAで示したように／o／と解釈されているが，

ot§i－「行く」十n幅働詞）は布和（1985：169）ではot§onではなくot§i－nと記されている。

3．2．　『褻古語族語言詞典』に現れるe，y

　『蒙古藷族語言詞典』にはeがllRd3ewo（nasu　baraquの項霞）「逝世」にのみ現れる。　d3と共に

稀にしか現れない表詑である。yがd3y（tob6iyaの項目）「局Gu2）」，　daiodky（tegtisgelの項目）「終

結（zhongijie2）」，　xαRgy（yoγtuの項即「含蓄的（han2xu4de）」の3語にのみ現れる。1圭gin（ayaRの項

9）「放行（lti3xing2）」，dg：inji（akan∫iγas“の項鋤ヂ金魚Ginlyu2）」，d滋9d細（sigidbUriの項鋤「決

定Gue2ding4）」などと比べてyはiのバリアソFであると思われる。『東郷語詞彙』でも耕音のaは

Iu「緑（1的」を除いて全てiに対応している。
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4．重母音

二重母音，三重母音を布和（1988）『東郷語言司彙』に基づいて分類すると次のようになる。

1
2
9
e
4

A
磁

iα

uα

αu

B
．
9
1
ね

C

OU

（uo）

D
．

斑

゜

斑

E

iqu

F

uαi

　uoはt§uodzi「印，魍章く織子（chuoizi）」にのみ現れる。排音のuoはこれ以外は東郷語ではoに

対応するので，uoはoのバリアントといえる。

　TOAaeBa（1961）にはこれ以外に3Bに該当するueという二重母音がある。劉照雄（1981）il東

郷語彙簡誌』は11母音であり表記法の微妙な違い（aかαか，aoかαuかなど）を別にすれぽ，布

和（1988）『東郷語詞彙』と原則として同じである。ただし本文のouは語彙リストではouとなっ

ている。

　阿・伊布拉黒麦（1988）では1Aに相当するのがε，4Aに相嶺するのが38）という単純母音で

あり，それに並行して2Bがi。，3Fがuεとなっている以外は布和と同じである。　uoは存在しな

いQ

　孫竹（1990）『蒙古語族語言詞典』における陳乃雄の序文（pp．80－84）では，　ICがなく代わりに

4Bとしてouがある点を除いて，布和（1988＞『東郷語詞彙』と同じである。もちろんou＝ouで

ある。しかし同書の本文の語彙リストには次のような重母音が出現する。

1
2
3
4

A
αi

iα

uα

（au）

α0

（αo）

（ei）

B

o呈

i
o

ug

gu

C

（ou）

D
uoi

iOU

E

iao

（iau）

F

uαi

括弧に入れてあるのは出現頻度が少ないものである。OU　＝OU，αU＝ao，　iαU　・iao，　UO　＝O（いずれ

も前君が有標）という関係がある。ao，　eiはそれぞれ1例ずつしか現れない。したがって，やはり
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布和（1988）『東郷語詞彙』と同じである。

　孫竹（1985：652－693）「蒙古語，達斡爾諮，東郷語詞彙五百例」には『東郷譜調彙』でαuに対

応する母音ouがある。　mou「悪い」，　lousα「ラバ」，　touloi「兎」，¢oud廊「影」。

　那徳木徳（1985）は下降二重母音をαj，ej，　ujと解釈し，上昇二重母音の第一要素は目蓋化した

子音と解釈するので，ou，　ua，　auという三つの二重母音しかないことになる。

4．｛．　　ieit／iOB

　ionとianは実質的には対立しているとはいい難い。それは次のような事情があるからである。『東

郷語簡誌』ではianはごく稀にしか現れない。『東郷語詞彙』では固有語にはiORしか現れない。

rOAaeBaではen，　unも現れるがやはり基本的にはienである。『蒙古語族語言詞典』では確かに圭gn

とiαnが区溺されているように見えるが，この資料の特徴として多くの異音を書き分けていること

を考慮すると爾者は同一のものであると見なしてさしつかえないようである。『蒙古語文集』は『蒙

古譜族謡言詞典』と同じ著者のものなので，敢えて例を挙げたが，これについては判断は保留せざ

るを得ない。以下に例を示す。

A

B

To瓜aeBa

ien

be圭ien

（i）en

蓉ieg

ninken

tulien

ud乏ie善Ullien

O1圭en

wid2ieR

C　圭en／un

　　nukun

　　　naltslen

　　　d乏ue｝ien

　　kieiien

　　　　　　　　　『蒙古語族
『東郷語簡誌』
　　　　　　　　　語書詞典』

ian

bglia且

ign

9ねn

簸孟nkね烈

gong19陰

o至ion

uid舞9R

ign

nokion

ngltG19簸

iαn

boliαn

ian

gian

n圭nkian

gonglαn

tuliαn

≠

≠

『蒙古語文集避　『東郷語詞彙避

bolian

919烈，9α陰

ninkiαn

gongann王

tu1圭αn

ud衷9§Ull圭αn

oliαn　　　　　　　　　　≠　　　　0至0獄

u呈d多iαn

ねn

nokign

n3圭tgl9凱

dq（）三i瓠

kilign
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≠　uid多αn

nokien

≠　daolon

　　ki｝ion

ign

bolion

ion

gion

Rinki3n

gonglon

紺王ign

u戯。§ilion

olien

wgilion

uid幽n

woidZion

i瓠

nokion

nClltglgR

d4）1圭on

k圭1圭on

準備できた

尻尾

薄い

軽い

柴

夕方

雲

m
r
m
’

ド

穴

湿った

柔らかい

舌



論集第13長｝　（1995）　年

kien kion kign kiOR kign 誰

　漢語借用語では事情は少し違っている％『東郷語簡誌』ではionしか現れない。　r蒙古語族語言

詞典』ではionは6例のみで残りはianである。『東郷語詞彙』ではtg，　g，　d3の後ではion，それ以

外ではianが現れる。　TOAaeBaでC＆　ienもianも現れ，完全ではないがほぼ相補分布している。1，9，

sの後にはianが現れ，　b，　m，　t9，　j，　nの後にはienが現れ，　d2の後には両方現れる。

4、2塵　　o麹／u＠n

　閉音節の0弓（～on）／Uαn（～uan）に関して各資料で次のような対応がある。『東郷語簡誌』では

二重母音をいっさい認めていない。しかし劉照雄（1981：7）では／o／の異音として二重母音を認

めている。他の資料では二重母音の認めかたが語によって様々である。『東郷語詞彙』ではoりと

uanをバリエーションとして認めている諾と一方だけを認めている語とがある。

To几aeBa

haruan

kuan

ua烈SUト

xon

d乏w垂uan

dolon

tsueguen

『東郷語簡誌』

haron

kon

onsロa－

xon

d聯Yon

dolon

t§OYon

r蒙古語族
語雷詞典』

haron

kon

uαn§va－

XO薮

dolon

t§OYuan

『東郷語詞彙』

hαro塁，　hαruαn

kuαn

OllSl－，　Wαll§1－

XO《｝，　xuan

d瑠o難

delOlj

t§0901」

十

足

読む

年

六

七

少ない

　漢藷からの借用語にはこういう問題は生じない。排音のong，　uanは『東郷語調彙』ではUB，uαn

に．なっている。

4．3。　口董垂膏の直後のei／i

　口蓋垂音罫（あるいは資料によってはY）の直後のoi／圭のうちの一方だけが現れる資料と爾方が現

れる資料とがある。『東郷語簡誌』はeiのみlrOEaeBaはiのみが現れるのに対し，『蒙古語文集』，

『東郷語詞彙』では両方が現れる。この使い分けの基準はよくわからない。

　　TOAaeBa

A　霧i

　　fumu奮i

『東郷語簡誌』

　YO圭

　fumuyoi

r蒙古語族
語言詞典』

Yoi

fumuyoi
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B

C

D

E

to慈i

sa慈i－

ende奮圭

奮圭

RO慈i

qw§i

露i

奮ugi

奮i

奮ugi

gi

sad乏tU霧i

tOY9三

mu§田YOレ

ondOYgi

Y／Gai

nOYoi

畷urGoi

Yoi

GUYei

Yoi

GUYgi

Yoi

tOYOl

mu§UXYel－

SαY9圭一

endgYai

y／Gek

nOYgi

qtUGei

Yi

GUYi，　GU至αY9呈

YO呈

GUYei

Ygi

tOYoi

ondOYei

Y／Ge圭

nOYai

qtUGoi

Yi

GUYi

Y童

sαdqurYgi

to91

mu§191－

Sα∬i．

andegi

K／GO呈

nO玲i

q田（x）G9圭

Ki，　Ggi

GUYI，　GU兀｝G9王

9圭，Gei

GUDGel，　GU鶏

yi

sαd瑠i

肘

絞る

守る

卵

犬
豚

虫

盗賊

カササギ

4．4．、『蒙古語族語言詞典』のei，　ae，　ou，　all，　iau，　i？n

　ei　1＊　lind3eiao（Rerek9の項昌）「蒸留する」にのみ現れる。またαeもquinaesa（qoyirurの贋N）

「後ろ」にのみ現れる。ouはsouxu（uqURaの項霞）「去勢していない雄山羊」，　mou（maruの項

霞）「悪い」，boufu（baγlaγaの項鋤く包歓（baolfu）ヂ包み1，　mougugu（m6gUの項目）＜藤茄

（mo2gu）「きのこ」，　xαnxou（qamquulの項屋）「ココ“メナデシコ」，　d40uwgi（or6imの項目）＜周謹

（zhoulwei2）「周囲」，　t¢圭xOu（6aγ　aγurの璽飼）気候（q圭4hou4）「気候」，　liumu　SOuku（bur7asuの項醸）

く柳木（liu3mu4）「柳」，　qα　apuji－（dalaquの項鋤く招（zhaoり「手招きする」，　gou§ur（∫arの項霞）

「広告，布告，告示」にのみ現れ，他は全てguである。au，iαuもdapudzur（dabqu6aの項霞）「二

重の衣」，lauxu（barsの項旨）〈老虎（lao31au3）r虎」，　daaonau（bardamの項§）「高漫な」，

d蜘ull－（doγduljaquの項副「震えつづける」にのみ現れ，他は全てαo，　iαoである。　ionも漢藷

からの借用謡では6語にのみ現れ，他は全て1αRである。

　e圭，αOについてはよくわからないが，OU，　au，　iαU，　ignはOU，α0，　iα0，　iαnのバリエーションと考え

られる。バリエーショソであることの傍証は次のような語に見られる。luotuo（temegeの項目）く

酪駝（luo4tuo）「ラクダ」，　muloto（inggeの項環）母1洛駝（mu3沁04tuo）「母ラクダ」　；t¢ionscri（abiyas

の項目）〈天才（tian正cai4）「才能」，　t¢iαns磁（biligの項目）＜天才（tianicai4）Y才能」；gion（ebed6in

の項目）「疾病」，αsun　glαn（jiblngの項鋤「畜病」；daiauli－（doγdu1｝aquの項目くdeggli－）「震え

つづける」，dPtaoli－（qarayiquの項霞くdegUli－）「跳ぶ」；uidUtαn（qaγalγa及びeggdeの項鋤薪門」，

磁d舞gn　tori－（ayil6呈laquの項霞）「訪問する」。

　oとueの分布は次のようになっている。◎はb，　p，　m，　f，　t，1，　g，　x，　dz，　ts，　sの後に現れ，　ugはt，　n，

至，g，　x，　d4§，　dz，　llの後に現れる10）。
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　ouとouの分布は次のようになっている。　ouはx，　dちsの後に現れ，　ouはd，　t，　g，　k，　x，　dろ　t§，§，ろ

dz，　sの後に現れる。

　さらにuntgi（asaγudalの項羅）＜問題（wen鰯2）「問題」，　Gionwon（erdemの項鷺）く学問（xue2

wen）「学問」；uidαo（amtaの項昌）〈味道（wei4dao）「味」，　dzurwoi（amta　simteの項R）＜滋味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ（ziiwei4）「味」　；god滋α（9怠通Hの項目）＜国家（guo21iaり「国家」，　gu9庫α（uluSの項目）〈国家（guo

2jial）「国家」。

5．長母音

　長母音を記した資料は次の二点だけである。ToAaeBa（1961）にはzaur「ナツメ」，　yale「どうす

る」，qa－「閉める」，　qaga－「閉めさせる」，　x6「蒸気」という長母音を含んだ語が記されている。那

徳木徳（1988：63）にもqα1「閉める」，qα：9α一「門」（sic），」α：1α「どうする」という長母音を含んだ

語が記されている。このうち「門」というのは誤訳で，正しくは「閉めさせる」である。モンゴル

文語のqaralγaに対応する東郷語の形式は現在利用できるどの資料にも記されていない。　r蒙古諾

族語言詞典』ではqaγalγaの項目にもeggdeのIX　R　tこも岡じ形式uid蜘nが記されている。上述の

藷彙の長母音は他の資料では全て短母音である。

6．母音調和

　東郷藷はモソゴル文語に存在していた前舌円唇母音が消失しているため，舌の調和はほとんど崩

壊している。『東郷議詞彙』の音素分析に基づいて，第一音節の母音と第二音節の母音の関係を見

ていえることは次のことぐらいである。

1
9
乙
O
Q
4
　円唇母音が関わっている場合，

名残りが無秩序なわけではない。以下，

α，UUが第一音節にあれぽ本来の男性語である。

oが第一音節にあれぽ本来の女性語である。

1を除いてo，iが第二音節にあれぽ本来の女性語である。

第一音節と第二音節の関係がU一α，U－0，　i－a，　i－Oの場合は本来の男性語であり，　U－i，

トi，i－uの場合は本来の女性語である。その他の組み合わせの場合はどちらかわからな

い。

　　　　　　　　　　　どちらかわからないわけであるが，円唇牽引（labial　attraction）の

　　　　　　　　　　　　　　門唇牽引の実態について検討してみる。

lrOAaeBa

A　o至on

oron

陳蠣離』『繋難』鵯野

olon

oro職

O圭on

oron

O玉Oij

oyOlj
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（9090－）

bore

komUfU－

tsueguelユ

noke

oliesu－

nogora一

奮oloda－

010du．
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　9090

1bo罫Q　　　　bQr◎

　　　　　　；komo撒一lkomuru．
1－一一……l
l　　t§OYon　　　　　l　　　t§OYU（m

　　　　　　　Rokig

　　　　　　　O1韮OSU一

nOYoro

Golodo一

9090

bor◎

komoru－

t§oyong

Rokね

01iasu－

n◎goro－

GO1◎do－

0至OdO一

　　　　　　乳房

　　　　　　腎臓

　　　　　　ひっくり返す

　　　　　　少ない

　　　　　　友人

　　　　　　飢える

noyoro－147緑になる

　一　　　遠くなる

010do－　146｛多くなる

　Aは本来の男性語，B～£は本来の女挫語である。本来の男性語は規則的に円唇牽引を起こして

いる。TOAaeBaでは本来の女性語で円唇牽引を起こしているのはBの「乳を吸う」のみであるが，

他の資料ではそれ以外の女性藷でも円唇牽引を起こしている。本来の女性語で円唇牽引を起こさな

けれぽ通常Eのようになる。Fは本来の男性語に派生接辞が付いたものであるが，　TORaeBaでは円

唇牽引が全く起こっていないのに対し，それ以外では起こっているという大きな違いがある。

　東郷語の派生接辞は交替形を持つものと持たないものとがある。布和（1983：24）によると，持

つものは三種類の交替形を持つもの（－Cα／－C（圭）e／－Co）と，二種類の交替形を持つもの（－Cα／－C（i）a）

とに大別できる。三種類のものは動詞派生接辞であるという共通点がある醜このうち円唇牽引に

関係があるのは三種類の交替形を持つもの，及び二種類の交替形を持つもののうちの一GαRα／－Gono

である。TonaeBaの資料では動詞派生接辞も二種類の交替形しか持っていないので円唇牽引が起こ

っていないのである。

7．子音

7．1．　有声口蓋垂閉鎖音（G）／有声口蓋垂摩擦音（H～Y）

　To囎eBaには有声口蓋垂閉鎖音しか現れないが他の全ての資料で有声口蓋垂閉鎖音と有声口蓋垂

摩擦音を甥の音素としている。有声Q蓋垂閉鎖音は語頭及びn（～切の直後以外にはある環境での

み語中に起こる。その環境は資料によってばらつきがあるが，『東郷語詞彙』では無声子音＋非円

唇狭母音に後続した位置である。その他の資料では無声子音＋狭母音に後続した位置である。これ

らの場合の狭母音は無声化している（劉照雄（1981：8－9），布和（1985：17））という共通の特徴

がある。これ以外の位置で母音問の有声口蓋垂閉鎖音が現れているのはr蒙古語族語言詞典£と阿

・伊布拉黒麦の「びっこ」，馬国良の「肉」であるが，条件ははっきりしない。

　一方，有声日蓋垂摩擦音はその他の語中で起こる。nの直後でもrに崩来するnの場合は「兄嫁」

のように摩擦音が起こる。馬蟹良（1988：7）は「兄嫁」が＊bonGonではないと明記している。『東
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郷語詞典』には，さらe：　GUIjgi（くkirri）「猛檎」，　bSljgo（〈bUrge）「跳蚤」という例がある。しかし

nが1に曲来する場合は微妙である。「手のひら」が資料によって異なった表記をしている。『東郷

語詞典』にはhαBGα～hcurα（＜parγa1）「糞」，　soijGO～soKo（＜saγu翔a）「桶」というバジエーション

が記載されていて，音節宋子音が保存されている場合は閉鎖音，保存されていない場合は摩擦音に

なっている。バリエーションは記されていないが，音節末のr，1が脱落している場合は，d畑o弓

（くjirγu7an）「六」，　mugu－（＜m6rgti－）「頭を突く」，　Gαヨαsu以くkl1γasu切「山羊の毛」のように摩擦

音になっている。－Kα羅のような生産的な接辞は轟音の直後でも摩擦音を有する。もっとも一Kaijの

前では普通鼻音は脱落する。『東郷語簡誌』にt◎Goro「雁」という語中のgの例があるが，『蒙古語

族語言詞典』ではtonGori，『東郷語詞彙』ではtoljGoriであり，薩前にn（～lj）がある。

　9が語頭に現れる例がある。附・俳布拉黒麦（1988：74）のgusui「入浴する」と『東郷語詞彙』

のgi－「夜が明ける」（p．13）である。他の資料で対応する語が得られないので詳細はわからない。

後者の例はOgi一という熱語に現れるものであるから語中といえなくもない。　Guri　ua「三杯」（Ka

は単独ではiKα「椀」）も同様の例である。以下に例を示す。数字は記載されている頁を蓑す。

『東郷語　　『蒙古語族　　『蒙古語

簡誌』　　藷言詞典』　文集』

母音間

　9

　qurgoi

　tu疫a

　t§UIGUm

　t§臓Gan

　g

　tu量on

　sugo

　Y　　　　l

　dOYolon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　－　　　l

　Y

　mlYa

nOYoi

qudOYO

9

qu哩9圭

鐡ga

t§UIG撫簸

t§urGan

9

SUGO

G
l
ldOGOIOIj

　鳳OGOSU簸

　Y

　mlYa

nOYoi

qudoyo

皇

qUigoi

t§田GUm

t§｛XXGαn

璽

　SUGO

一＿一一一一一一”＿静偏幣胴幣卿」じロ　　　　ロロ　ロ

lY
l

　Y

　瓢1vα

『東郷語
　　　　　馬国良詞彙』

≠・dOYOluon　dOKolo弓

nOYoi

　9

　q｛u（x）Goi

　鋤（x）Gα

　t§1gon

　t§呈量αO

r＿雫一一一一一一一一一一一冒冒馬

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

、　K　　　　　　　l
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ltugog　　　：
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　SU∬O　　　　　l
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

l　tUB／xa身　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　9　　　　　　：
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　i

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　i

　nogOSUIj　l

　ぢ　　　　　　　：
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　l

　miga　　　l

Rogoi

qudoge

伊布拉黒麦

9　　　　9
qwGoi　　3

t§urGtun　4

9

tuGon　　4

suGo　　6

　G，Y　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

m量G。　－
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　 l

L－一＿＿＿円＿P早”謄一輔輔噌騨等”辱」

　翻Ya　　　7

　nOYoi　　5

　qud◎YO　6

t‘090

tsigiR

t§iΩan

g
tugon

tuGuan

9

　　豚

73鶏

145耳
146　白い

142鍋12）

　　盲正2＞

147痩せた

doGolOR　140　びっこ

　　　　　　　羊毛

肉

肉

犬

ナイフ
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ond40YO ondqogo ondzeYO　7 樺旦

G
　

Y

bonyon

9　　　　　茎

sunGunα

sunGU－　　　　　sunguku

9

SUIjGunα

SU羅GU－

9

hα胆α

bαnKαn

G
一

sunGU一

Y

bonYgn　4

＊bonGon　7

　9

　sunGunα　75

ヒのセ　　ロ　にりははむゆり　　　　ロ　　

ly
：　　hαn∬α　　　　　74

葱

選ぶ

手のひら

兄嫁

接辞

Y

qlurlYα一

udαljga勾

qurga一

遅めの

出す

　『東郷語簡誌』と『蒙古語族藷言詞典2e＆　9でなくYで表記しているが，代用形のつもりなら構

わないが，調音点は軟口蓋ではなく口蓋垂であることを認識しておく必要がある。というのは／G／

と／9／はほぼ相補分布するのに対し，／g／と／Y／は相補分布しないからである。無声子音＋狭母音

に後続する位置でf（u）gu－「死ぬ」，　fugun「脂肪」，　t¢igid寡o－「（髪が）もつれる」，　pugu－「覆う」，

sugio「斧」，　sugio－「罵る」，　tugie－「広める」などいくらでも閉鎖音／g／が起こりうる。すなわち，

／G／と／g／が対立する。本来の男性語で／g／で表記される語は東郷諮にはないが，本来の女性語で

／G／や／K／で蓑記される語は存在する。したがって／g／に対応する有声摩擦音は存在しない。

7．2．　n／導

　布和（1985：42）はdurαlj「㌧・っばい」／durqqジ好み」，」αR「タバコ」／1閃「何」，　d箪nd甚

く蕪（zhan4）「浸す」／⑫鱗d威く侯（zhang4）「持ちあげる」の最小対立を挙げnとりが別の音素であ

ることを主張している。これらの最小対立を他の表記で調べると，例えぽ，劉照雄（1981）の表記

ではlon「タバコ」／i鶴（＝＝　jan）13）「何」となるからnとgの最小対立ではなく，eとaの最小対立

ということになる。「浸す」と「持ちあげる」は漢語の韻尾鼻音の違いを反映しているが，漢語の

借用語が常にこのように対立を保存しているわけではない。

　布神（1985：57）は固有語の語末ではo，uの後には℃だけが現れ，　ioの後にはnだけが現れる

が，αとoの後にはnもgも現れると述べている。この記述はほぼ正しいが陳郷語詞蜘には

gun「深い」という例外がある。布和の主張はもう少し違った観点から見直して見る緬値がある。陳

郷語詞彙』の固有諮を全て対応するモンゴル文謡で男性語と女性語に分けて，東郷語のどの母音の
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後にどちらの子音が現れているかを分類して語数を数えると次の表のようになる。ただし東郷語に

は交替形を持たない一SUO（〈－sun／－s鳶n），－nUK悶（＜－nu－ki＞－nU－ki），－tsglj（〈－r61n／－96in），－Kal（＜－

qan／－ken），－dag（＜－dal／－de1），－sαn（く一γsan／－gsen）のような接尾辞があって，男性語，女性語の別

なく同じ形態素が付く。こういった語は除いて数えてある。

0弓 u難 閃 α導
圭
募

男性語 11 52 6 35 1
一 一

女性謡 2 30 4 3 2
　 一

un gn αn
in 圭o簸

aα薮

男性語 一 　 一
1 3

…
3

女性語 一
1 4 7 1 23 1

　uaの後にはnしか現れないことも明確に主張できる。布和の主張で曖昧な部分はαとoの後で

あるが，例外はあるにしても，本来の男性語にはgが現れ，本来の女語にはnが現れるという傾

向がはっきり確認できる。例外はGud糊「首」，　d魔鋤「馬の腹帯の革紐」，　oniot§Olj「孤児」，　tsiGang

「耳」，d4iorwαg（龍泉方書）「四」，　funiOKao「狐」，　ot¢iKα1］「濃い」，　nojαn　r宮吏」の8語にすぎな

い。iの場合は例があまりにも少ないので傾向がはっきりしない。　dOlj～duαn　r声」，

harong～haruαR「十」，　xo弓～xuαn「年」のような自由交替が記されている。しかしkuαn「足」に対

してkOljという形式は記されていない。

　東郷語の語末の鼻音はモソゴル文語のm，n，　ng，1に対応する。　Rとljのどちらになるかは上に述

べた原則に一致している。例外は1語（datrOlj「馬の腹帯の革紐」〈jlrim）のみである。

　nとljを別の音素として認めていない劉照雄（1981：10）では「簸は後舌母音の後でljになる1

と述べている。前舌母音はi，o，後舌母音はa，　o，　u，　urと考えられるから，劉照雄の記述は『東郷

語調彙』の褒記とは対応しない。

　『蒙古語族語言詞典』ではどうなっているのであろうか。この書物は陳乃雄の書いた序文（pp．80

－84）と本文の語彙ジスト（おそらく孫竹霞身のデータを表記したもの）の表記とが一致しない欠

陥がある。陳乃雄の配述は布和のものと基本的には一致し，Rとgを別の音素として認めているが，

例は挙げていない。本文の語彙リストのほうにもnと1の両方が現れるが，ljが用いられているの

は，mgngkalj（bos即aの項鋤く門濫（men2kan3）「敷居」，　xugxugtudao（nargiquの項目）〈漱笑

（huaRixiao3）「楽しそうに笑う」，　tδ塒m均　（mergenの項昌）く聡明（coiigiming）r賢者」，　glall

（k6搬gの項昌）＜像（xiang4）「肖像」の4語6例のみであり，飽の語は全てnが用いられている。

　［lronaeBaでも次の少数の語のみgで他は全てnが用いられている。　amaij「mj，　borol，　bom騨i

「灰色」，d乏ierp　V服」，　qorol」「庭」，　quruO「小麦粉S　nasug「蔵」，　nu蜘「E」，　o£§ieび娘」，　furui」
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「唇」，£§臓q明「耳」，£9ruqeljda－「聞く」，きiell「尾」，甑du弓「歯」。なぜこれらだけがljを有するの

かよくわからないが，ngが現れるのは形態素末に限られているという特徴がある。さらに重要なの

は漢譜借絹語にはljは現れないということである。したがってTOAaeBaのgと『東郷語詞彙』のp

は対応しない。

7．2．1．　『東郷語詞魏』の固有語における語中音節末のR／◎

　前述の布和の主張は圃有語の語末についてであった。語中ではどうなっているのであろうか。『東

郷語詞彙』には語中の音節末にnを持っている固有語は，本来の男性語25語，本来の女性語20語，

計45語が記載されている。また語中の音節末にDを持っている固有語は，本来の男性語24語，本

来の女性語8語，計32語が記載されている。gを持っている語が本来の男性語に優勢であることが

認められる。本来の女性語の8語は全てljの後にkかgが続く。しかしnを持っている語の場合男

性語，女性語の差はない。東郷語の形式に注Rしても，先行母音がioの場合ぱnが後続している

（mlgnguヂ銀」，　nionbo－「被る」など）が，それ以外の場合はどちらともいえない。譜中の場含は，

後続する子音が逆行同化を起こす可能性も検討しなけれぽならないが，nに後続する子音はb，　t，

d，鉱，ts，　dz，　S，豆，　g，9であり，0に後続する子音はt，　dz，　ts，　dろ§，　s，1，　k，　g，　q，9，　Gであるから，明確

な区男弓はできない。さらに，Gundqu「袖」とGuPdqula－「袖に入れる」では違った子音が記されて

いる。o躯一～wan§i－「読む」のような自由交替が記されているが，　op～uanの関係は語末における

ほど明確ではない。派生語の場合は，布和（1988：82）にqα1悶＋dα一「熱くなる」はq（tunda一に

なるという一応の説明はある。

7．2．2．　『東郷語詞彙』の漢語借用語における音節末轟音

　『東郷語詞彙』には漢藷からの借用語が豊富に記されている。時間（shi2jian）〉§id袖のように韻

尾鼻音が脱落しているものが9例あるが，ほとんどはよく保存されている。耕音のnとngの区別

がどの程度保存されているのか後続子音によって分類してみると次のようになる。次の表で左の縦

の欄は携音を示している。横の欄は後続する東郷語の子音を示している。表の中の子音はその位麗

でどの子音が実際に現れているかを示している。

w　l　r　j　ma　弓　b　d　g　G　p　t　k　qdzd多（1乳tst¢t§　耽∬　f　s　g　§　x　h　孝

n
n　n　　　　簸　塾　胤　　　　1｝　n　n　　　　韮　蕪　礁　　　　H　n　n　　　　　　n　n　　　　H　　　　n　n　　　　　　篠
一　一　一　咽　鱒　一　辱　炉　”　鰹　幣　臨”　・　曹曽　一　謄’　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一鱒　早　停一榊　脚　卿　幣騨囎　牌　”　艀　M　幅一　一一　一一　一一　一一一　一一　一　，　，哨　”曹　刷　僧　輔　”　廟　幣輔　，曽　一一　一　一　一　一　一一　一一　一一　一　円　刷　唖　噂　り　R　榊　剛　榊朝　榊　幣幣　”　幣　酬　艀　簡　，髄　曹一一一　一一　一　一　一一　一　雫

　　薙　　　o　q　陰　　　】3　　　弓　　　　　　薙　　　弓　導　　　　　　　　　　　　弓　　　】3　弓　弓　　　寿

無9

　　n　　　　　　　　　　　　　n　鍛　　　　　　　　n　　　　　　n　l｝　　　　　　n　n　　　　　　　　　　n　　　　　　　　n
需　，瞭一　一　一　一　一　一　一　一　噂　齢　辱　一　幽　，一　’　曽　停　解　一諫　闇　一　一　一　一一　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　り　η　噂　”　n　幣　層一哺　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一一　一　P　一　竿　”　曹　停　”　需　謄　冒　一　一　一　一　一　一　一一　一一　一　一　一　一　一　一　一　騨　学　悼需　朝　π　一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一η　，　榊　騨　牌　幣簡　繭　幣

身　η　　　弓　身　　　　　勾　弓　弓　　　　薙　　　　　　o　麹　　　　　　q　　　馨　　　9　陰　陰　　　勾
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　表からnとngはきわめて中途半端にしか保存されていないことが読み取れる。また，どの子音

になるかは後続子音によっては弁別できない。しかし完全に無秩序なのでもない。耕音のnが4

になっている語数と，排音のR9がnになっている語数を後続する子音別に数えてみたのが次の表

である。

唇音 歯音 反舌音
w　lmlb　lp　lf　　　　　l　　l　ミ　　　1

圭lnldl重ldz1£slS
　l　　l　　l　　；　　｝　　；

　　　　　1　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　｝

d純lt§｝ろ1§

n＞℃ 11111　　11
2　　1　2　　ミ　　　　1　　1　　1　4　　1　　　　1　　　　　　　　　　　1

い一5
R9＞n

l　　l　　l　　l
；　　121　　1

　l　　l　　l　　l　　l1　　｝　　　　1　2　　1　3　　1　　玉　　l　　　　l

lll　　lI　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I

歯茎硬目蓋音 硬口蓋音 軟臼蓋音 口蓋垂音 声門音 語末

　　　　1　　　　　　　　　　1

d列t¢19 τlj ザglk Glq；∬1・ h 岸
21　11　　　幽　　　　　　　　　　　1 17 13131　　　画 l　l　l68　　　；　　　「

43十5薮〉導

ng＞n 61213 1 1　　　：

l　　　l
l　　　l　　　l
｝　　　l　　　l

1

　後続子音が硬目蓋音，軟U蓋音，口蓋垂音及び語末では圧倒的にηが優勢であることがうかが

われる。それでは先行母音はどうかというと，耕音のang，　iang，　uangに対応する子音が常にgで

現れること，及び掛音の肱nの子音が常にnで現れるのを除いて，排音の韻尾鼻音は東郷語の借

用語ではnにも陰にも対応する。

　漢語借用譜の音節末轟音が東郷語でどのようになっているかはきわめて繁雑である。字音の例を

いくつか示してみよう。規則性を見つけることは不可能に近い。

　漢語借用語のnが東郷語でn～ljの例として，「板」が板発（ban3deng2）でtま　bandOlj「ベンチ」と

nが保存されているが，「板」（ban3）＞balj，案板（an4ban3）〉貝α弓b明「まな板」で1まnが保存されて

いない。また，「分」が分散的（fenisaR4de）＞fQnsandzi，杯分子（huai4fen4zi3）＞xuαifondzi，に対し

分（feni）＞felj，養分（yang3feni）＞」αlj　folj，秋分（qiuifeni）＞tgiufoB，福分（fu2£en4）＞fufog。こうい

う例は枚挙にいとまがない。逆に漢語借用語のk9が＞R～Bの例としては，「紅」が紅火（hong2

huo3）＞xuljxo「活気を呈する」，紅沙（hong2shai）＞xu麗αmoぎi，紅茶（hong2cha2）＞xu磁§α「紅茶」，

紅囎鴉（hong2zui3yai）＞xuildzuijαcr「カラス」，目紅（kou3hong2）＞kgux“弓，粉紅（fen3hong2）＞fonx－

Uljヂピソク色」ではljが保存されているのに対し，紅銅（hong2tong2）＞xuntUll「赤銅」では保存さ

れていない。また「熊」が狗熊（90U3xiong2）＞gougio「熊」，恰熊（haixiong2）＞Xα¢ill「熊」に鯨し熊

胆（xiong2daR3）＞gindαnで1よ保存されていない。こういう例も枚挙にいとまがない。

　布和（1985：42）が挙げている最小対立d孕無d威「浸す1／d甲坦釦一「持ちあげる1は，驚6ing3

）＞d細d葵鷹く」，経Gingi）＞d細d無「経過する」，町（dingi）＞d蜘d舞一「（蚊カミ）刺す」のような
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例を見るとたまたま残った最小対立のように見える。

　漢藷からの借用語で音節末の子音が以上のような現象を示すのは，東郷族の周辺の漢語（西北方

言）に鼻音韻尾一n，－gの混読現象がある（喬伯慧（昭和58：122））ことと関係があろう。臨夏方言

のようすはよくわからないが，欄州方言は（魯伯慧（昭和58：134－135））によれぽ，－n，－ljは先行

する母音を鼻音化し前舌母音の後でのみnを保存している。この現象は劉照雄（1981：10）の東

郷語に関する記述「nは後舌母音の後でljになる」と合い通じる。

Z3．　子音の有声音／無声音

　子音の有声（無声化した有声無気音）と無声（有気音）が資料間で対応していない次のような場

合（A，B，　C，D，E）がある。

TOAaeBa

A無声

　£S臓q閃

　kitgur－

　qu繊gO

　qurtun

　Swqa

　pit善e－

　sotoro

　qo「Olj

　qet雪ie－

　kie－

B有声

　pugutu－

　tungulie一

C有声

　pud乏a

D有声

　tu露u

E無声

r東郷語簡誌』

有声

t§EIIGvan

k圭d寡9－

qudOYO

qurdUR

£田Ga

pid4ur－

tudoro

GO1’OR

9圭e一

有声

pudqa

pudu

無声

t縫xua

無声

r蒙古語族
語言詞典』

有声（無声）

t§UIGUM

kidKva－

qudOYO

qcad／tun

t田Gα

pidKur－

S／tudoro

GoruαR

gio一

有声

『東郷語詞彙』

有声（無声）

t§iGon

k圭d毎

qudOKO

qurdUlj

甑（x）Gα

P圭d4i－

sudoro，　toro

GorOlj

qu三晦一

9圭3一

無声

（pugudusεしBRi　udu）pukutu一

組証gu一

無声

put§α

putu

有声（無声）
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tUljku圭i㊤一

t賜ku一

有声

pu／vad4a

pudu

有声

tuy（u）o

無声侑声）

葺　　　（la，　b）

切る　　　（1a，b）

ナイフ　（la，　b）

硬い　　（1a，b）

鶏　　　（1a，　b）

書く　　（4a，　b）

中に　　（4a，b）

庭　　　（3a，　b）

出て14）

する

曇る （4a，　b）

音がする（5a，　b）

押す14）（la，　b）

豊

堅い

柱

（4a，　b）

（4a，　b）

（2a，　c）
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　tosun

F無声

　qualts撮n

　qu1甑n

G有声

　kugie

　q聴圭

　d乏uge

tosun

無声

qualt霞uun

有声

kugio

qurGO1

d4UYO

d／£osun

無声

quα1t霞9難

璽ur§un

有声

kugio

qWGgi

d羅Ya

t／dOSUIj

無声

qucat§Olj

qur§Ul

有声

kugio

qUI（X）G9圭

dqUKO

抽 （la，　d）

古い　　Ga）

苦い　　（4a）

青い　　（1b）

豚　　　（4b）

心臓　　（4d）

　AはTo八aeBaで無声音，それ以外で商声音（ただし『蒙古語族語言詞典』は「硬い」について

は両方を示しており，『東郷語詞彙』は「中」については両方を示している）で表されており，B

は『東郷語詞彙』でのみ無声音，Cは『蒙古語族語雷詞典』でのみ無声音，　Dは『東郷藷簡誌』で

のみ無声音，Eはr蒙古語族語霧詞典』及びr東郷語調典』で有声音～無声音のバリエーションが

表記されている。

　どういう場念にこういった不一致が起こっているかを吟味すると，モンゴル文諮で無声音÷母音

＋（子音）＋無声音または有声音＋母音＋（子音）＋無声音に対応する東郷語の第二音節の初頭に

集中していることがわかる。

　清格爾泰（1989）にならって無声有気音を強，無声化した有声無気音を中，轟音と流音を弱と略

記すると，第一音節と第二音節の初頭（ただし（6a）だけは語頭と語末）にモンゴル文語では九つ

の可能性があり，東郷語では次のような対応関係がある。『東郷語詞彙』から例を挙げる15）。

モンゴル文語

（1）強一強

（2）強一中

（3）強一弱

（4）中一強

　東郷語

a．　強一強（hαntu「いっしょに．」）

b。強一中（kugig「青い」）

C．　　中一中　（9090「季L房」）

d．　中一一Wt（t／d◎suo「油」）

a．強一強（蜘kign賎い」）

b　．　　　　強一中　　（tu黎ro夏｝　「鍋」）

C．中一中（Gαdαsuq　r釘」）

a．強一弱（kolosug「汗」）

b．　中一弱（Goni「羊」）

a．強一強（pigio「荊）

b．強一中（q頭x）Ggi「豚」）

c．中一強（bosulj「颪」）
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（5）中一中

（6）中一弱

（7）弱一強

（8）弱一中

（9）弱一弱

d．

a．

b．

C，

e．

a。

b．

a．

b．

a．

b．

中一中（dqUKO「心臓」）

強一一as（瞬ku1裕「音がする」）

強一中（kidqgSUB　Y腸」）

中一強（d㎎覗oi－「呑込む」）

中一中（Gadqa「地」）

強一弱（qαo「火」）

中周彊（GurUO「小麦粉」）

弱一中（m圭ffα璃」）

弱一弱（nokion「穴」）

弱一強（ni琳ign　r薄い」，　mutuq「木」）

弱一中（noyOlj「緑」）

弱一弱（nαralj「太陽」）

　問題となるのはこの主として（1）及び（4）の場合である。しかし，この場合でも上述のF（全

ての資料で無声音）やG（全ての資料で有声音）のように資料間で一致している場合もある。（3），

（6），（7），（8）の場合，どれになるかは資料間で一致している。例が少ない（5a）は檬古語族

語言調典』，『菓郷語詞彙』で共に語頭子音は無声であり，（8a）もここで挙げた四つの資料で全て

第二音節の初頭は無声音である。

　「竪い」はbatu＞patu＞padu（putu）のように変化してきたものと考えられるので，第二音節が

無声音の場合はより古い段階を示している。TonaeBaの資料に古い段階を示したものが多く見られ

る。

註

1）下位方言の違いは主として語彙的なもので，音声的には音節末のrの有無にすぎない。

2）TOAaeBa（1961）1＃L　Piシア文宇で蓑記されているので，次の括弧の中の表記に置き換える。これはTodaeva

　（1959）で用いられているものとは異なる。

　　a（a），6（b），B（w），　r（9），9　（9），　n（d），　nm（dE），3（z），　i（i），　j　G），　K（k），　k（q），　JI（1），　M（m），　H（n），　El（P），　o（o），羅（P），

　　p（y），c（s），　T（t），　y（u），φ（f），　x（x），　h（h），　u（t蓉），　m（蓉），　bl（va），　s（e）

3）布和（1985：45）にはさらに多くの語頭子音連続の例が挙がっている。

4）Kaschewsky（1963：261）｛こもこの最小対立が引用されているが，薪水泡」がSchaumbiase「気泡」，「膀胱」

　がGalienblase「胆嚢」と訳されている。

5）東郷族が居往している地区の周辺の漢語は臨夏方欝であろうが，この方言の音韻に関しては，劉照雄

　　（1981：12），布和（1985：50，247）が普通話のdi，　tiが麟，　tgiになることを述ぺている以外，詳網はわ

　からない。比較的近い爾州方言については，もう少し詳しい寵述が得られる。黄當晴（1983：41）による

　と蘭蠣方言の調値，および二字連続変調は次のとおりである。
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下字本調 陰平　53 陽平　51 上声　42 去声　13

上声　42 44一 44一 51一 44一

上字本調
宏声　13 11一 11一 11一 22一

　声調の対応については，魯伯慧著（1983：56，136）に記述があり，北京の陰平と陽平の一部が蘭州で去

声に紺応するのを除いて，両老の声調はほとんど紺応する。

　東郷語が普通話とは明らかに違った方言の形式を借用しているものには，次のようなものがある。

1．普通話で母音で始まる次のような字音がnで始まる。

愛　（ai4）　n（蹉

埃　　　　（ail）　　　　　　　ftαn

恩　（eRl）　Ran

安　（an圭）　nαn

航　　（angl）　　茎la｛〕

眼　（Yan3）　niαn

按　（aR’a）　nαR

熱　（ao2）　聡αU

芽　　（ya2）　　　臓圭α

鞍　（an｝）　nan

鶴　（e2）　　ftO

2．1～nの混岡が見られる。

簸　　（星iang2）　nan

農　（nong2）lug

瞼　（kan3）漁n

暖　（nuan2）圭og

ただし，次のような語の混岡のようすは蘭州方言とは少し異なっていて東郷語は普通話と岡じである。

南

蘭

年
連

普通話

Ra籍2

lan2

nian2

1ian2

H
，
少
a

爾
く

7

f
圭

1（n）

A
A

n

nv
v

東郷語

職an磁IGn

nαggu（1

1ant¢iu

la勾xua

nlant§鯛

王iαndqag

爾面

南瓜

爾球

蘭花

年成

連長

3．劉照雄（1981：12），布和（1985：50，247）に指摘されているように，東郷語の漢語儲用語は臨夏方

言の特微を表していて，普通話のti，　diがtgl，　d誕に対応する。

　東郷語の漢字借用語には蘭州芳言に見られる次のような現象はない。

注

驚1

普通話

zhu3

shul

繭州

pfua

fu

東郷語

dquji

§u

注意

1珊

6）－dαiifnという形式は音節購造に違反している。他の資料でこの形式が見あたらないのでよくわからない。

　sunGu’nadalifn「葱のような」，　t§ur’dKodGiffn「花のような」という例が挙がっている。

　　形容詞についても副動詞と同様に，その直前にアクセンFが来るが，主語になる場合は語末にアクセン

　　トが来る。後ろに短が付く場合も語宋にアクセントが来る。

　　那森伯（1988：97）は堤在時一d4uwo，過去進fvva　－dKuoと区別しているが，他の資料では区測していな

　い。ToAaeBa（1961：44－45）では現在形一d乏vawe，劉照雄（1981：62）では進行体一d4uwo，布和（1985：165

　－166）では一δ4woと分かち書きして過去持続進行，現在持続進行，来来持続進行としている。

　　東郷藷の馬忠山が藷った謎々を東郷語調査グループが精密表記で記録し編集した窪内蕪古大学学報醤学
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　　社会科学蒙古版灘一九八一年第二期72頁の東郷語謎語に見られる一dkuoという表記は，同じ謎々を再録し

　　た『東郷語話語資料』（pp．319－328）でerk　－d4i　w◎と分かち書きされている。

7）陣・伊布拉黒菱（1988：65－75）はp‘，t‘，　k‘，q‘，t§‘については音素として‘を記しているが，これは余剰的

　　なのでできるだけ付いていない阿・伊布拉黒菱（1988：138－156）の例から選んだ。

8）謙和（1985：20）に／圭αuバま開音節でiou，閉音節でioとなると記されているので，　wr　’伊布拉黒麦の分

　　析も一理ある。布和（1985：20）はuαiは第一音節の開音節にしか現れないと述べているが，窪東郷語詞彙』

　　にはdai　axuαi　？　esしい」という第二音節に現れる語が記載されているので事実と矛盾する。

9）耕音の圭anは［iεn］という音価を持っている。［ian～iαn1に相轟する音節はない。

IO）排音では◎はb，　p，　m，　fの後にのみ現れ，　uoはd，　t，　n，圭，　g，　k，　h，　zh，　ch，　sh，　z，　c，　sの後及び音節初頭（実際は

　　WO）にのみ現れる。つまり0とUOは相補分布を成している。　r蒙古語族語言詞典』の表記はこういったバ

　　リエーションを表しているにすぎない。

11）動詞派生接辞が全て三種類の交替形を持つのではない。布和（1985：260－261）に形容詞から動詞を派生す

　　る一saという交替形を持たない接辞の例が挙がっている。

　　　隣・伊布拉黒麦（1988：146）には形容詞から動詞を派生する一la／－lie／－luという三種類の交替形を持つ

　　接尾辞が記されている。これは阿・伊布拉黒麦（1988：145）に記されている名詞から動詞を派生する接尾

　　辞4aみ正oみ1ねとは別のものである。布和は一luを取り上げてはおらず，この両者の区別をしていないe　－lu

　　が付く例として阿・伊布拉黒変が挙げているのはotiaoiu－r年をとる」であり，『東郷語詞彙』でも

　　otpiαulu一であるが，三種類の交替形を持つ例として一三uを挙げるのは不自然である。－Ca／－C（i）o／－Cuとい

　　うタイプはこれ以外にはない。形容詞を動詞化する派生接辞は語彙的に決まっていると考えるべきであり，

　　「年をとる」は特殊な場合である。布和（1985：256）にも一Gana／－Gono／－kulleという不窪然な交替形が

　　認されている。

12）那徳木徳（1988：57）にはtuκgn「鍋」，　suyoヂ盲」と記されているので『東郷語講彙諺と潤様，無声子音

　　＋非円唇狭母音に後続した位置でのみ閉鎖音が現れるものと思われる。

13）劉照雄（1965）では語頭で母音の前にま，wを認めているが，劉照雄（1981）ではjen「タバコ」とjawu－「行

　　く」以外は認めていない。しかし本文（p．14）ではiawu－「行く」となっているという不統一がある。また

　　劉照雄（1965）ではou，劉照雄（1981）では本文でou，語彙リストでouを用いている。さらに

　　ayurn／ayen　r村」のような解釈の違いがある。また蜘dzu芝／iadz｛u「芽」のような違い（臨夏方言／普通話）

　　がある。

14）附・傍布拉黒変（1987：70）ではtungu－Y押す」，　qidKO－　ranて」となっている。

15）清格爾泰（1985）のヂ弱」は清格爾泰（1989）の「ge　」のことである。ここでは清格爾泰（1989）の蓑翼

　　に従う。清格爾泰（1985）では東郷語も扱っているが，清格爾泰（1989）では土族語東溝方言を主として

　　扱っているので東郷語については扱っていない。土族語のナヲンゴル方言に基づいてさらに詳しく分析し

　　たものにHattori（1972）がある。東郷語についても扱っているものに佐藤（1991），フフパートル（1992）

　　があるが，俊藤が扱っているのは語頭のみであり，無声化はpしか扱っていないし，フフバーFルは有声

　　化（軟声化）しか扱っていない。
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